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自動コーチングシステムに向けたスイングデータの取得と分析
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�� はじめに

一般的に，野球におけるスイングの修正方法として，指導者
にアドバイスをもらったり，鏡などを使って確認したりといっ
たものがあげられる．しかし，部員数が多いチームでは部員数
に対して指導者の人数が少なく，指導者が一人にずっとついて
アドバイスを与えるわけにはいかない．また，鏡などを見ても
自ら十分に修正できるとは限らない．指導者がいなくても自分
のスイングを修正できるようなシステムがあると，選手の能力
向上に貢献できる．そこで本研究では，上級者のスイング動作
のデータから，理想的なスイングモデルにつながる上級者のス
イングの特徴を明らかにする．初心者のスイング動作と理想的
なモデルとの比較から，初心者に自動でアドバイスするシステ
ムの開発を目指す．

�� スイングデータ取得システムの構築

今回作成したシステムのデータ取得部は，�

 �

用のバラ
ンス�

 ボード  図 !"# 台（右足用と左足用）によるデータ
取得部と，$��� %&'用の �
���
 センサー  図 #"によるデー
タ取得部に分かれている．

図 !( バランス�

ボード 図 #( �
���
 センサー

バランス�

ボードは，ボード上にかかる重さの値を)���*


��
�通信により+,に送信する．+,は，#台のバランス�



ボード から受信した重さの値をテキストデータでファイルに
書き出す．書き出された #台のボード上の重さの変化から，ス
イング時における身体の重心移動の様子を分析する．

�
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センサーは，カメラ画像（図 %左）及び距離センサー
から，ユーザーの頭部，首，胴，両肩，両肘，両手首，両腰，
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両膝，両足首の合計 !0カ所の %次元座標を検出する  図 %右"．
�
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センサーと +,を 67)により接続し，!0カ所の %次
元座標をテキストデータでファイルに書き出す．書き出された
%次元座標の変化から，スイング時の身体の動きを分析する．

図 %( �
���
センサーを用いた計測画面

�� スイングデータ取得実験

��� 実験方法
被験者は，!'年以上の野球経験を持つ佐賀大学準硬式野球

部員 % 名（右打者）とする．# 枚のバランス�

 ボードを打
つ方向に対して平行に並べ，�
���
センサーを打つ場所から
#�離した場所に設置する．被験者は，右足用と左足用の #枚
のバランス�

ボード に乗り，トスしてもらったボールを打
つ  図 8"．正確なスイングデータを取得できるかどうか，また
どれほどの精度で取得できるかという点において，データ取得
システムを評価する．

図 8( 実験の様子
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��� 実験結果
バランス�

ボードによるデータ取得は，毎秒 !''回程度

の頻度で取得できた．#枚のバランス�

ボードが検出した重
さの合計が，被験者の体重とほぼ等しかったことから，重さも
正確に計測できていると予想される．一方 �
���
センサーに
よるデータ取得は，毎秒 ##回程度とやや遅く，計測された !0

か所の座標位置も明らかに不自然な場合があった．スイング
までのゆっくりした動作は比較的データを取得できていたが，
スイング動作中の素早い動きは，ほとんどのデータが不自然で
あった．このことから，野球のスイング動作は，�
���
セン
サーで測定できる動きに対して速すぎることが分かった．
これらの結果から，野球のスイング動作の分析には，バラン

ス�

ボードの方が適切であるといえる．

�� スイングデータの分析

本稿では，より正確なスイングデータを取得できたバラン
ス�

ボードによるスイングデータを分析する．被験者であ
る野球の上級者 % 名のスイングデータは下のグラフのように
なった  図 0～図 2"� グラフはそれぞれスイング !回分の重心
移動の様子を表しており，横軸が時間，縦軸が重さである．グ
ラフ中の 9は，前足を上げることで軸足に重心が移動してい
る区間を，グラフ中の )は，上げていた前足をボードにつけ
てスイングしている区間を，グラフ中の ,は，インパクト後
に重心が身体の中心付近に戻っていくまでの区間を，それぞれ
表している．また，グラフ中の )と ,の境界線でインパクト
を迎えている．

図 0( スイング時の体重移動の様子と %つの特徴  �・9*重心
移動"

%名のスイングフォームはそれぞれ異なるので，グラフの波
形もそれぞれ異なる．そのような中でも，上級者 % 名に共通
する % つの特徴が得られた．それは，「スイングに入る前に軸
足に重心が移動する」，「打つ直前に前足に重心が移動し，前足
側に大きく重さがかかる」，「スイング後は中心付近に重心が戻
る」という %点である  図 0"．
今回の実験では初心者を対象とする実験がまだできていな

いため，これらの特徴が初心者ではどのように異なるかまでは
明らかではない．しかし，上級者 % 名に共通し，初心者とは
異なる特徴を発見することで，自動コーチングシステムのため
のスイングモデルを構築できる可能性が示された．

図 &( 7・�*重心移動

図 2( :・7*重心移動

�� まとめと今後の課題

本研究では，野球のスイング動作を自動でアドバイスする
システムの開発を目指し，バランス�

ボードと�
���
セン
サーを用いてスイングデータを取得するシステムを作成した．
その取得したスイングデータから，初心者が目指すべき理想の
スイングモデルについて議論した．
作成したシステムを用いたデータ取得実験から，野球のスイ

ング動作のような速い動きの分析には，バランス�

ボード
の方が�
���
センサーよりも適していることが分かった．さ
らに，バランス�

ボードによる上級者のスイングデータの
分析した結果から，上級者に共通の特徴を発見した．自動コー
チングシステムに向けて，初心者が目指すべきスイングモデル
を構築できる可能性を示した．
今後は，バランス�

 ボードによる初心者のスイングデー

タを取得し，上級者のスイングデータとの比較を行うことで，
自動コーチングシステムのためのスイングモデルを構築する
予定である．また，課題として，�
���
センサーによるデー
タ取得を正確に行うことができなかったことがあげられる．プ
ログラムの改良や実験環境の整理・工夫が必要であると考えら
れる．さらに，加速度センサーを用いてデータを取得すること
で，身体の動きを分析するシステムも作成中である．完成すれ
ば，すぐにデータを取得し，�
���
センサーによるデータ取
得との精度の比較を行いたい．
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